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はじめに

現在，多くの地域でヒートアイランド現象といっ

た都市の温暖化が起こっている（河村，1997）．こ

のような環境の変化は，さまざまな生物に多大な影

響を与えている．昆虫についても，年間発生世代数

の増加や高緯度地域への分布域の拡大などの影響が

報告されている（桐谷，2001）．トンボ目のタイワ

ンウチワヤンマ

（Ictinogomphus pertinax）では，1960年代までの

分布域は九州と四国南部であった．その後1970年

代に瀬戸内地域，1980年代には近畿地方へ分布拡

大し，2002年には神奈川県でも記録されている（

青木，2003）．各地の温度上昇とタイワンウチワ

ヤンマの分布北限の北上とはほぼ一致しており，

気温の上昇が分布域の北上に深く関係していると

考えられている

（Aoki，1997）．また，ナガサキアゲハ（Papilio 

memnon Linnaeus）は九州から北上し，1980年代には

大阪府でも分布が確認され，1995年には近畿地方の

ほぼ全域でみられるようになった．1980年以降の最

も寒い月の平均気温の上昇がその分布拡大の原因と

考えられている（吉尾，1995）．本研究では，これ

らの昆虫と同様に生息域の北上が報告されているミ

ナミアオカメムシ（Nezara viridula）とそれに近縁な

アオクサカメムシ （N. antennata）の岡山県と四国に

おける分布について，調査を行なった．

ミナミアオカメムシは熱帯地方が起源地であり，

現在では全世界的に分布している（友国ら，1993; 

Panizzi et al., 2000）．日本はミナミアオカメムシの

分布北限にあたり，沖縄をはじめ九州や四国の南

部，紀伊半島南部，小笠原諸島に分布している．食

性範囲は広く32科145種が寄主植物として確認されて

いる．アオクサカメムシの分布は，日本，台湾，イ

ンドシナ，インドであり，日本では，北海道から沖

縄まで幅広く分布している（友国ら, 1993）．寄主植

物や天敵類はほとんどミナミアオカメムシと共通し

ており，体長・体色などは，外見からの判別が困難

なくらい似ている．

ミナミアオカメムシ（Nezara viridula）とアオクサカメムシ（N. antennata）
の岡山県及び四国における分布
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Distribution of Nezara viridula and N. antennata in Okayama Prefecture and Shikoku Island, Japan.

Hirofumi Ohno & Keiji Nakamura

Abstract: Distribution of two insect species, Nezara viridula and N. antennata (Heteroptera; Pentatomi-
dae), is examined. Insects were collected in Okayama Prefecture and Shikoku Island from September 
to November in 2005. Nezara viridula was collected not only in Shikoku but also in Okayama although 
the species has not been recorded from Okayama. It is suggested that N. viridula has expanded its 
distribution northwards as a result of rise in winter temperature.  
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ミナミアオカメムシはアオクサカメムシよりも年

間発生回数が多く，産卵数も多いために増殖率が高

いが，寒さに弱いために高緯度地域や山地への侵入

が妨げられている（桐谷, 2001）．両種は競争関係

にあり，温暖な地域では増殖力の高いミナミアオ

カメムシが優勢になる．宮崎県では1950年代初めに

はほとんどがアオクサカメムシであったが，1970年

代にはミナミアオカメムシしか見られなくなった

（鮫島, 1960; Kiritani, 1971）．これは，温暖化に伴い

ミナミアオカメムシの分布域が北上したためだと考

えられている．

和歌山県におけるミナミアオカメムシとアオ

クサカメムシの分布の調査では，和歌山県の中

部にあたる田殿 （N34°04′E135°12′）がミ

ナミアオカメムシの北限であった（Kiritani et al., 

1963）．しかし1999～2000年の調査で，大阪市（

N34°41′E135°31′）でもミナミアオカメムシが

確認されている（Musolin and Numata, 2003; 2004）．岡

山県ではアオクサカメムシは以前から分布している

が，ミナミアオカメムシについては2003年まで確認

されていない（岡山県, 2003）．しかし，大阪と同じ

くらいの緯度に位置する岡山や四国北部にもミナミ

アオカメムシが進出している可能性がある．そこで

岡山県内６地点（岡山，笠岡，児島，玉野，牛窓，

日生）および四国３地点（高松，松山，須崎）にお

いて，ミナミアオカメムシとアオクサカメムシの分

布調査を行なった．

方法

岡山県内６地点，四国３地点，合計９地点（表

１）において，2005年９月上旬から2005年11月下旬

にかけて，ミナミアオカメムシとアオクサカメムシ

の２齢以降の幼虫と成虫を，畑や家庭菜園のエンド

ウマメやオクラで採集した．

採集した昆虫は，風通しが良く直射日光の当たら

ない室内で，プラスチックカップ（150φ×85mm）に

入れて飼育した．カップの蓋には70mm四方の穴をあ

けて網を張り，空気が通るようにした．カップの底

には紙を敷き，サンプル管（22φ×60ｍｍ）に水を

入れ，脱脂綿で栓をして与えた．餌として生ピーナ

ッツを与え，20～25℃の室内条件で飼育した．

ミナミアオカメムシとアオクサカメムシの判別は

幼虫段階では難しいため，成虫になってから行なっ

た．判別方法は，於保・桐谷（1960）に従い，腹部

背面が緑色のものをミナミアオカメムシ，黒色のも

のをアオクサカメムシと判定した（図１）．

１月の平均気温が下がるにつれてミナミアオカメ

ムシの死亡率は上昇し，+5℃以下では半数以上が越

冬できずに死亡する（Kiritani et al., 1963）．そこで，

気象庁ホームページ（気象統計情報）で公表されて

いる，調査地点に最も近い観測地点（岡山，玉野，

笠岡，虫明，松山，高松，須崎）における1980～

 表１．ミナミアオカメムシとアオクサカメムシの採集地点

採集地点 　　　　緯度・経度 採集時期

　日生　　　 岡山県備前市日生町 N 34°45′ E 134°12′ 2005年11月上旬

　岡山　　　 岡山県岡山市 N 34°39′ E 133°55′ 2005年10月上旬

　牛窓　　　 岡山県瀬戸内市牛窓町 N 34°36′ E 134°70′ 2005年９月下旬

　玉野　　　 岡山県玉野市 N 34°32′ E 133°56′ 2005年９月下旬

　笠岡　　　 岡山県笠岡市 N 34°28′ E 133°34′ 2005年11月上旬

　児島　　　 岡山県倉敷市下津井 N 34°26′ E 133°47′ 2005年10月下旬

　高松　　　 香川県高松市 N 34°19′ E 134°30′ 2005年10月下旬

　松山　　　 愛媛県松山市 N 33°50′ E 132°45′ 2005年10月下旬

　須崎　　　 高知県須崎市 N 33°25′ E 133°21′ 2005年10月下旬
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図１．アオクサカメムシ，ミナミアオカメムシの写真

2006年までの記録を利用し，各地域におけるミナミ

アオカメムシの越冬の可能性を検討した．

結果

岡山県および四国における両種の分布

岡山で採集した55個体（オス28頭，メス27頭），

玉野で採集した31個体（オス19頭，メス12頭），笠

岡で採集した28個体（オス11頭，メス17頭）は全て

アオクサカメムシであり，ミナミアオカメムシは

確認することができなかった（図２）．児島，牛窓

ではミナミアオカメムシとアオクサカメムシの両種

が採集された．児島では，16個体（オス６頭，メス

10頭）がアオクサカメムシ，２個体（メス２頭）が

ミナミアオカメムシであった．牛窓では24個体（オ

ス12頭，メス12頭）がアオクサカメムシ，２個体（

オス２頭）がミナミアオカメムシであった．日生

では，11個体（オス４頭，メス７頭）がアオクサカ

メムシ，37個体（オス21頭，メス16頭）がミナミア

オカメムシであり，全体の77.1％がミナミアオカメ

ムシであった．

愛媛県松山市で採集した16個体（オス７頭，メ

ス９頭），香川県高松市で採集した51個体（オス

27頭，メス24頭）は全てアオクサカメムシであった

（図３）．一方，高知県の須崎市で採集した39個

体（オス25頭，メス24頭）は，全てミナミアオカ

メムシであり，アオクサカメムシは確認されなか

った．

調査地点周辺における気温

　最近の１月の平均気温は，1980年代前半と比べて

全体的に高くなっていた（図４）．1990年代後半以

降の岡山，玉野の気温は+5℃付近であった．虫明，

笠岡では+4℃付近であり，岡山よりも少し低かっ

た．高松，松山では+5℃～+7℃であり，すでにミナ

ミアオクサカメムシが確認されている須崎でも+6～

+8℃と，+5℃よりかなり高かった．1999～2000年の

調査でミナミアオカメムシが確認された大阪も+5～

+7℃であった．

2000～2006年の１月の気温を平均すると，岡山は

+4.97℃，玉野は+5.19℃とほぼ+5℃であったが，笠

岡は+4.23℃，日生に最も近い観測地点の虫明では

+3.84℃と，+5℃よりもかなり低かった．一方，四
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国では，松山は+5.96℃，高松は+5.69℃，須崎では

+6.90℃と，いずれも+5℃よりも高い気温であった．

また，大阪でも+6.00℃であり+5℃を上回った．

年間最低気温については，岡山では-2℃～-5℃と

なる年が多かった（図５）．玉野では岡山よりも少

し高く，虫明と笠岡では岡山より低くなる傾向があ

った．四国の３観測地点では，最低気温に大きな違

いはなかったが，すでにミナミアオクサカメムシが

確認されている須崎の方が，高松や松山より低くな

る年が多かった．また，大阪は全ての観測地点の中

で最も最低気温が高かった．

考察

ミナミアオカメムシは熱帯を起源とするカメムシ

であり，日本各地で分布域北限の北上が報告されて

いる．宮崎県での両種におけるミナミアオカメムシ

の割合は，1951年には10%，1959年にはおよそ70%，

そして，1970年代初期には100%にまで増加した（鮫

島, 1960; Kiritani, 1971）．近畿地方でも，1961～1962年

図２．岡山県におけるミナミアオカメムシとアオクサカメムシの分布（ 円グラフ中の数字は採集個体数を示す）

図３．四国におけるミナミアオカメムシとアオクサカメムシの分布（ 円グラフ中の数字は採集個体数を示す）
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図４．調査地点付近における1980年以降の１月の平均気温 図５．調査地点付近における1980年以降の年間最低気温

の調査ではミナミアオカメムシの分布が和歌山県中

部以南に限られていた（Kiritani et al., 1963）のが，

1999～2000年には大阪市まで進出していた（Musolin 

and Numata, 2003; 2004）．これらは，都市化による気

温の上昇に伴ってミナミアオカメムシの分布域北限

が北上していることを示している．

今回調査した９地点のうち，すでにミナミアオ

カメムシの分布域とされていたのは高知県の須崎

だけである．しかし，須崎以外にも岡山県の児島，

牛窓，日生でもミナミアオカメムシを確認すること

ができた．特に日生では岡山県内の他の場所とは違

い，アオクサカメムシよりもミナミアオカメムシ

の割合が多かった．岡山県ではこれまでミナミア

オカメムシの確認例はなく（岡山県生活環境部自

然環境課, 2003），今回が岡山県での初の観察記録

となる．

四国において，ミナミアオカメムシは高知県内か

愛媛県南部に分布するとされており，四国北部では

これまで確認されていない．今回の調査でも松山，

高松ではミナミアオカメムシは採集されなかった．

しかし，今回は調査地点が３ヶ所と少なかったの

で，今後より多くの場所で採集する必要がある．

今回の結果から，ミナミアオカメムシが四国北部

から瀬戸内海を渡って岡山に侵入してきた可能性は

低いと考えられる．九州南部にもミナミアオカメム

シは分布しているが，福岡県の北部や山口県，広島

県では確認されていない．一方で兵庫県ではミナミ

アオカメムシの侵入が報告されている．姫路市では

発見例はないが，淡路島や伊丹市ではすでに発生が

確認されている．今回の調査でも兵庫県と岡山県の

県境にあたる日生で多数のミナミアオカメムシが採

集されたことから，兵庫県南部から岡山県内に侵入

してきた可能性も考えられる．

また，交通機関の発達によりミナミアオカメムシ

が人為的に分布を広げた可能性も否定できない．多

くの植食性昆虫が，作物とともに人間の手によって

新しい地域へと運ばれてきた（桐谷, 1986）．広食

性でさまざまな作物の害虫であるミナミアオカメ

ムシについても同様に，野菜や果物，穀物などに

付着して人為的に岡山県に運ばれてきた可能性が

ある．今後，岡山の周辺地域におけるミナミアオ

カメムシの分布についても，より詳細に調査する
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必要がある．

岡山，玉野における１月の平均気温は+5℃付近で

あった（図４）．+5℃では，半数以上のミナミアオ

カメムシ成虫は越冬できずに死んでしまう（Kiritani 

et al., 1963）．すなわち，岡山県内に侵入したミナミ

アオカメムシのかなりの個体が翌年の春までに生存

できないということが考えられる．一方で，最近に

なってミナミアオカメムシが侵入した大阪の１月の

平均気温は+5～+7℃であり，岡山，玉野と大きな違

いはない．また，平均気温が岡山より低い虫明に

隣接する日生では，今回多くのミナミアオカメムシ

が採集された．これらのことから，岡山県南部にい

つ頃ミナミアオカメムシが侵入したのかは明らかで

はないが，少なくとも一部の成虫が越冬している可

能性は高い．本研究では，年間最低気温とミナミア

オカメムシの分布域の関係についても検討を加えた

が，以前からミナミアオカメムシが生息していた須

崎とそれ以外の観測地点との間には大きな違いが認

められなかった（図５）．このことからも，岡山県

南部でミナミアオカメムシが一年を通して生存でき

るのではないかと考えられる．

今回の調査で，ミナミアオカメムシが近畿地方と

同様に，緯度の高い地域へと分布を拡大しているこ

とが明らかになった．今後，都市部の温暖化が進行

すると，岡山市内などにもミナミアオカメムシが侵

入し，定着する可能性がある．
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要約

生息域の北上が報告されているミナミアオカメム

シとそれに近縁なアオクサカメムシの岡山県と四国

における分布について調査を行なった．2005年９月

上旬から2005年11月下旬にかけて岡山県内６地点，

四国３地点，合計９地点において，両種の幼虫と成

虫を採集した．高知県の須崎および岡山県の岡山，

玉野，笠岡においてミナミアオカメムシを採集する

ことができた．いずれの調査地点においても，最

近の気温は1980年代前半より高くなっていることか

ら，以前は岡山県内には生息していなかったミナミ

アオカメムシが都市の温暖化などによって生息域を

北へ拡大し，岡山に侵入したと考えられる．

（2006年12月14日受理）




